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論文内容要旨
 先に教室の佐藤はメテルコラントレンを使用してマウスに実轍勺に発生せしめた子宮顎癌の進展に
 勢皺首神経叢の機能が重要な意味をもつことを報告した。筆者はこのような自律神経機能の癌の発
 生乃至進展に一与える影響を,より詳細に解析する目的で発癌剤を用いないで労頸管神経叢を破壊し
 た場合,頸管上皮にいかなる変化が惹起されるかについて検討を試みた。
 実験方法として勢顯管神経叢の破壊を以下の5方法で行なった。
 勇頸管神経叢を純アルコールO.1η躍両側注入して破壊したものをアルコールブロック群,又,
 両側の彦頸管神経叢を電気凝固に依って破壊したものを電気凝固群とした。更にマウス顎下腺より
 の抽出物である神経発育促進月子をウサギの趾間に注射して得たN'GE抗血清を1回0、2雇ず
 つ週2回連続皮下注射し,いわゆるimmunoεylnpathec七〇myを試みたものを抗N(}F注射
 群とした。
 摘出した組織は連続切片作製後,H-E,Van-Gie80u,PAS,alcian-blue,K-B,
 Bodianの大塚変法等各種染色を施して労頸管神経叢の被害像と子宮頸部上皮の変化との関連に
 ついて検討を加えた結果,次のような成績を得た。
 1)労頸管神経叢の所見
 純アルコール注入後15週目の労頸管神経叢の組織像では正常の形態は殆んど失なわれ小円形細
 鞄浸潤と出血があり,一部に仁ヒ退廃した神経細胞を認めるのみであっ'た。残余の神経紐胞も核融解,
 空胞変性力磯明であった。
 電気凝固の場合は周囲結合織を含めて広い壊死が起るが破壊1年後には瘢痕化した結合織のみが
 認められた。
 A一}沿F注射による労頚管神経叢に及ほず影響を神経節於よび神童鍛ll朋包の計測を加えて検討し
 た。対照舞では神経節の長径はムーNGF注射群では短締し,神経細胞の数も減少した。個々の神
 経細胞め大きさもA-NαF注射群では縮小していた。,Ni8sユ顆粒の変化はA-1給F注射群で
 は不明瞭さが目立つた。原形質内の空胞形成が多く認められた。細胞核より見た細胞型を秋山の分
 類に従い1型からIV型迄に分類するとA-NGF注射群では核の退行性変化の強い丑,皿型が多ぐ
 認められた。
 2)頸管上皮の所.見
 以上の5種の実験の場合,その頸管上皮の所見は略々同様のものであった。
 純アルコール注入により両側,片側いずれかブ・ノクされた2.7例中4例の異型上.皮と15例の
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 基底細胞翻生が認められた。
o
 電気凝固による破壊では4週頃より頸管上皮の基底細胞増生,6週より異型上皮の発生が認めら
 れた1が16週迄では片側,両側いずれかブ・ツクされた98例中,5例に異型上皮,31例に1基底
 細胞増生が認められた。ブ・ック後1年にわたる長期間の検索例では明らかな頸管上皮の変化を認
 めることは出来なかった。
 A-NGF注射群では頸管上皮の変化は17例中1例に異型上皮,7例に基底細胞増生が認めら
 れた。ここに述べた基底細胞増生とは,円柱上皮に接する重層扁平上皮の基底層の著明な増生で細
 胞異型,極性の変化を伴わないものをさし,異型上皮はこれ.らの増生を示す、上:皮基底層に著明な細
 胞異型,核異型,細胞極性の変化,多数の有糸分裂像を認めるが,異常核分割像や側方浸潤,上皮
 下への浸潤など全く認めない上皮変化をさす。以上の各群の成績を要約すると次の如くである。・
 1)5群のいずれの実験にも高度の異型上皮の発生を認めたが癌の発生は言忌'めなかった。2)各種
 ブ・ツクによる労頸管神経叢の変化と.頸管上皮ど変化との関係を検索すみと舜健プロツクさ
 れたときよりも変化上皮の発生頻度が高かったがその変化の程度には差がなかった。以上の頸管上
 皮の変化は勇頸管神経叢ブ・ツク後,ほy6週目頃よ1)認められた。4)異型上皮の症例をPAS
 alcia.n-bユue染色により観察すると基底膜の粗鬆化と基底膜下の聞質の萎縮が認められた。
 5)NGF抗血清は勇頻管神経叢に対してもi皿muno臼y'∬lpa七hectOmyとしての作用があ9そ
 の拷乏能を廃絶させることが推定された。
 珍し上,筆者は自律ネ申寄進の1殺f竜と細丹邑の癌イヒ、さらには癌綿ヨ1砲の浸1閏イ生発育との関連をより詳細に
 解析する目的から発癌物質を全ぐ作用させずに考曲管神経叢の破壊に依って起こる上皮の変化を検
 索したのであるがその成績は労噸管神経叢の機能低下あるいはその廃絶は勤管上皮のprOgrOβ㍗
 iveな変化を招来することを示すものと考えてよいように思われる。勢焔管神経叢の機能低下が
 いかなる機序を経て頸管上皮のとのよう表prOgres纏veな変化をもた旺)すかについては明ら
 かではないが神名蚤鞍のブロックが完全に行左われた嘩)のではプロツクの直後に:はPAS,alcian-
 bユue染色に,妊る基底膜の不明瞭と基底輿下の間質の萎縮が認められた。この成績は勇髄管神経
 叢の機能低下が上皮結合織の代言繊を境の変化を惹起させることを示して痴り,このような上皮下結
 合織の代謝の変化を介して上皮の異型的病変が惹起させるものと考えることが出来る。そしてこの
 ような変化上皮は簡単な発癌刺激に容易に反応して癌化することは段階説の教えるところである。
 さらに上皮か一旦癌化すれは退行変化を示す上皮下の間質はその浸潤性破壊性増殖を容易に許容す
 るであろう。
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 審査結果の要旨
 著者の属する教室では子宮癌の発生齢よぴ進展と自律神経との関係について追及している。また
 臨床的齢よび実験的に子宮頸管の異型上皮は癌に移行する墨が高いことを証明して来た。著者はこ
 の間にあって、子宮頸に自律神経技を送くる勇頸管神経叢を破壊するとき,頸管上皮は如何なる変
 化を来たすかということを知るべく,この研究を実施している。
 神経叢破壊法としては,①純アルコール。.1薦を両側神経叢'に向って注入する方法,②両側神経
 叢を電気凝固によって破壊する方法,③NervegrOw七hprO皿〇七ingfactOr(N〔}F)
 抗血清を1回0.2憾ずつ週2回皮下注射しimmuno8ympa七hectomyを行左う法のろっ
 を採った。なむ実験終了後,動物を殺して労頸管神経叢の破壊を線織学的に確認している。
 実験の結果は次のごとくであ鳥
 1)純アルコールにより勇頸管神経叢の1側または両側が破壊された27例中4例の異型上皮と
 15例の基底細胞増生が認められた。
 2)電気凝固による破壊98例中,破壊後46週で,異型上皮5例,基底細胞増生51例を認めたb
 ろ)抗血GF注射群1ア例では1例の異型上皮,7例の基底細胞増生を認めた。
 4)4側神経叢破壊の方が両側破壊よりも頸管上皮の変化がより高頻度に発現したが,変化の程度
 とは関係がなかった。また,頸管上皮の変化は破壊後6週ごろから認められた。
 5)勇頸管神経叢破壊だけでは,頸管上皮に上皮内癌も浸潤癌も発生しなかった。
 上記の成績は自律神経の機能異常によ匂,子宮頸の癌前状態である異型上皮までは発生させ得る
 ことを実験的に証明したものであり,自律神経と癌との関係を考察する上に有意義なデータを提供
 したものであた。よって,学位授与に値するものと判定した。
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